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はじめに 

次世代永久磁石や磁気記録媒体の向上には、高結晶磁気異方性(Ku)、高飽和磁化(Ms)を兼ね備えた新材料

が不可欠である。第一原理計算によると、Fe1-xCox が x=0.5～0.6、軸比(c/a)が 1.20～1.25、B2 規則度が 1.0 で、

1.0×108 erg/cm3 の高 Ku が発現すると報告されている 1)。本グループでは、MgO / Rh / FeCo 膜において、正

方歪に起因する Ku と c/a の関係や、 Ku の FeCo 膜厚依存性を明らかにした 2）。しかし、今後、正方晶 FeCo

の実用化には厚膜化が課題であり、更に 2×107erg/cm3 以上の Ku を実現するには正方歪と B2 規則構造の両

立も重要である。本研究では、MgO 及び SrTiO3 基板上の FeCoAl 薄膜の垂直磁気異方性について報告する。 

実験方法 

本実験では MgO と SrTiO3 の二種の酸化物単結晶基板を用いた。前者では、マグネトロンスパッタ法に

より、 MgO(100) 基板上に Rh 膜を［001］配向させた後に、

基板温度を 200℃ として FeCoAl を製膜し、更に保護層と

して SiO2 を室温製膜した。また、SrTiO3(100) 基板では、

最初 400℃ で 60 分のベーキングを行った後、前者と同じ

条件で FeCoAl 及び SiO2 を製膜した。製膜後、規則化のた

め急速加熱熱処理装置を用いて熱処理を行った。磁気特性評

価に極カー効果測定装置、構造評価にX線回折装置を用い、

Ku の算出には振動試料型磁力計を用いた。 

実験結果 

Fig.1 には、MgO(100)sub. / Rh[20nm] / (FeCo)1-xAlx[2nm] 

(x=0, 5, 10, 15, 20) / SiO2[5nm] について、XRD によって求め

た c/a の Al 組成依存性を示した。c/a は約 1.2 の値を示して

いる。Fig.2 には、極カー効果で測定した室温の磁化曲線の測

定結果を示している。磁化曲線は全て垂直磁気異方性を示して

おり、正方歪により垂直磁気異方性が誘起された事が分かる。 

学会時には、酸化物単結晶基板を変えた際に伴う磁気異方

性の変化等の実験結果についても報告を行う。 
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Fig.1 c/a ratio as a function of Al content  

for (FeCo)1-xAlx films. 

Fig.2 Magnetization curves of (FeCo)1-x 

Alx films measured by Polar Kerr effect. 
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